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愛
宕
の
鐘
に

　
　

 

祈
り
を
込
め
て
―

　

山
の
中
腹
に
静
か
に
佇
む
忠
光
院
―
。
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
愛
宕
山
の
境
内
で
、

今
年
も
８
月
18
日
（
日
）
に
夏
の
祭
礼
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
前
に
「
今
年
も
火
や
水

の
害
か
ら
私
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
い
」
と
、

ま
ず
は
鐘
を
ひ
と
搗
き
―
。
心
洗
わ
れ
る
鐘
の

音
が
立
石
郷
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　

こ
の
鐘
は
「
更
生
の
鐘
」
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
て
き
ま
し
た
。「
小
田
町

の
文
化
財
」
に
よ
る
と
、
鐘
は
直
径
62
・
７
㎝
、

高
さ
92
㎝
の
大
き
さ
で
、「
正
徳
３
（
１
７
１
３
）

年
姫
路
京
口
西
神
屋
町
信
藤
原
小
野
吉
兵
衛
家

次
作
」
の
刻
印
が
あ
り
ま
す
。
戦
時
中
に
供
出

さ
れ
、
高
松
ま
で
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
奇

跡
的
に
戦
後
も
と
の
姿
で
無
事
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
当
時
を
記
憶
す
る
古
老
の
話
で
は
、

青
年
た
ち
が
参
道
を
力
強
く
担
ぎ
上
げ
た
と
の

こ
と
。
鐘
の
無
事
の
帰
還
に
、
当
時
の
人
々
の

喜
び
も
一
入
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

今
年
は
観
測
史
上
も
っ
と
も
暑
い
夏
と
な
り

ま
し
た
。
９
月
は
台
風
の
季
節
―
。
ど
う
ぞ
、

大
き
な
被
害
が
出
ま
せ
ぬ
よ
う
に
と
祈
り
を
込

め
て
、
ゴ
～
～
～
ン
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８
月
11
日
（
日
）
午
後
６
時
か
ら
立
石
自
治
会
館
に
お
い

て
、文
化
部
員
が
中
心
と
な
り
「
納
涼
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
自
治
会
館
建
設
に
伴
い
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
が
制

限
さ
れ
て
い
た
た
め
講
堂
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

盆
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
50
人
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
和
や
か
に
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
、
唐
揚
げ
や
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
、
調
理
や
販
売
に
ご
協
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
が
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
員
の
皆
様
か
ら

頂
い
た
寄
付
金
は
、
例
年
通
り
抽
選
会
や
ク
イ
ズ
大
会
の
景

品
に
充
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

年
々
参
加
者
が
減
り
寂
し
く
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
工

夫
し
な
が
ら
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
来
年

も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
【
文
化
部
一
同
】

バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
防
護
服
を
購
入
！

　

内
子
町
地
域
づ
く
り
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
て
購
入
し
ま
し

た
。
各
班
で
の
環
境
整
備
に
ど
う

ぞ
活
用
く
だ
さ
い
。

　

美
し
い
立
石
の
景
観
を
保
全
し
よ

う
と
、
８
月
４
日
（
日
）、
町
道
立

石
八
ツ
松
・
内
子
線
の
草
刈
り
と
自

治
会
館
周
辺
の
環
境
整
備
活
動
が
有

志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
８
時
か
ら
、
各
班
よ
り
３

人
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、
約
２
時

間
、
草
刈
り
作
業
等
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
立
石
自

治
会
地
域
づ
く
り
計
画
書
に
も
あ
る

「
き
れ
い
な
立
石
」
づ
く
り
事
業
の

一
つ
と
し
て
４
年
目
か
ら
本
格
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
の
厳
し
い
作
業
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
た
い
で
す
ね
。

～食べて飲んで盛り上がった会場とその舞台裏～

50
人
が
納
涼
祭
を
満
喫
！

美
し
い
里
山
の
景
観
を

　
　

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
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　老朽化が進む「もっけ堂」の改修により、今年は集
会所において執り行われた上組班恒例の「お念仏」。今
年も「なんまいだぶつ、なんまいだ」と 7 巻、お大師
様や餓鬼仏様差し上げることができました。皆様、お
堂の改修・落成後はぜひお参りください。

今年は集会所でお念仏8/18

　11 時から愛宕山忠光院において、愛宕山役員２名と
自治会長外 2 名が参列し、地蔵菩薩様に手を合わせ、
三浦祥道和尚の読経により夏の祭礼が厳かに執り行わ
れました。夏の縁日は、かつては大相撲が奉納される
大きなお祭りでした。

厳かに夏の祭礼－愛宕山－

9月は防災月間　－地震への備えと心構えをしっかりと－
　毎年 9 月 1 日は防災の日、9 月 1 日を含む 1 週間を「防災週間」、1 か月を「防災月間」して全国各地で様々
な啓発活動や訓練が行われています。9 月は、台風をはじめとして自然災害が多発する月。加えて、8 月 8 日
は日向灘を震源とする地震が発生し、制度運用後はじめて「南海トラフ地震臨時情報」が発令されました。今
月号では、防災月間にちなみ、地震への備えについて確認したいと思います。

引用：気象庁 HP　https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/jishin_bosai/index.html

＝地震から身を守る行動の具体例＝



日 月 火 水 木 金 土

８ ９ 10 11 12 13 14
◆行政相談 / 小
田自治センター

（9:30~）

燃えるゴミ 空き缶 燃えるゴミ

15 16 敬老の日 17 18 19 20 21

燃えるゴミ ビン・ペット外 燃えるゴミ

22 秋分の日 23 振替休日 24 25 26 27 28

燃えるゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ

29 30 10/1 ２ ３ ４ ５

燃えるゴミ 古紙 燃えるゴミ

６ ７ ８ ９ 10 11 12
■班長会 (19:30~) ◆行政相談 / 小

田自治センター
（9:30~）

燃えるゴミ 空き缶 燃えるゴミ

■…自治会、立石地区の行事　◆…小田地区、町の行事

９月８日（日）～ 10月 12日（土）

●人のうごき（R6.9.1 現在）

    世帯数   84 世帯（0）
    人　口　151 人   （△ 1）
　     男　     67 人   （△ 1）
　     女 　    84 人   （0）

 （）…前月比

●自治会館等掃除当番
 　　９月　天神下
 　１０月　天神・上成

編

集

幸

記

４
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暮らしの情報カレンダー
各団体の行事予定をはじめ、楽しい
話題、珍しい野菜や果物、面白い出
来事―。なんでも結構です。広報部
までどしどしお寄せください。

　

８
月
22
日
午
前
３
時
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
で
発
生
し
た
台
風
10
号
―
。
予

報
円
が
最
後
ま
で
大
き
く
、
ノ
ロ
ノ

ロ
と
迷
走
し
た
台
風
も
珍
し
か
っ
た

で
す
ね
。
幸
い
に
町
内
で
は
大
き
な

被
害
が
な
く
ホ
ッ
と
安
心
。
皆
さ
ん

の
お
宅
は
大
丈
夫
で
し
た
か
？

　

９
月
は
台
風
の
季
節
。
今
年
は
例

年
以
上
に
多
く
発
生
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、地
震
と
と
も
に
、

台
風
に
も
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
（
敦
）

　
　
　

寄
付
の
お
礼

　

こ
の
た
び
、水
口
久
子
さ
ん
（
上

組
）
よ
り
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
活
動
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


